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令和7年度の資源評価結果の要点

(1)⼀昨年には今後の加⼊量の減少が懸念されていたものの、
資源評価としては資源量の減少が把握されていなかった

(2)昨年の資源評価から資源量の減少が顕在化してきた
(3)今年の資源評価では資源量の減少が⼀層明らかとなった

(1)2017年級群（2020年に3歳魚で加入、2024年は7歳魚）以
降の加⼊量の減少が要因

(2)特に2019年級群（2024年は5歳魚）以降の加入量低下
(3)近年の調査結果でも0-1歳魚は少なく、今後もこの傾向が続
くと予想される

(1)将来予測では、2025-2027年（2024年級群の加入）まで
低水準の加⼊を想定した

(2)漁獲シナリオによる10年後の目標達成確率＝5％
(3)現状の漁獲圧では目標達成確率＝93％
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分布域
⽇本海では水深200〜400mの⼤陸斜⾯
に多い。
本系群は⻘森県⽇本海側〜⽯川県に分布
する。

漁獲量の推移
漁獲量は1990年代に低調に推移したが、
2000年代初め以降増加し、2005年以降は概
ね3千トン前後で推移していた。
2024年は⼤きく減少し、1.4千トンであった。

漁業の概要
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県別漁獲量（暦年）
漁業・養殖業⽣産統計年報（農林水産統計）および県統計に基づく

漁業の概要
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年齢別漁獲尾数の推移
漁獲尾数は、2003〜2010年にかけて増加し、以降増減を繰り返しながらもやや減
少傾向を示している。若齢（3、4歳）魚は少なく、5〜7歳魚が漁獲の主体となっ
ている。2024年は漁獲尾数が⼤きく減少し、4歳魚以下が極めて少なく、6、7歳
魚がほとんどであった。

資源評価
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年齢別資源量と親⿂量の推移
資源量は2002〜2005年にかけて増加し、以降増減を繰り返しながらも横ばいで推
移したが、近年では2020年をピークに減少傾向にある。親魚量も資源量と同様の
傾向で推移した。2024年は資源量・親魚量ともに急減し、資源量は5.3千トン、親
魚量は3.5千トンであった。

資源評価
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資源評価

各県の新規加入量調査における
マダラ当歳⿂および1歳⿂時点
の指標値

本系群では3歳⿂から漁獲加⼊
する。しかし、近年の調査結果
では、当歳⿂と1歳⿂が少ない
ことから、今後も加⼊量が低い
と予想。

代表的な⾼豊度年級群である
2014年級群（⾚）
2017年級群（⻘）
について、図中に示した。
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今後低加入
が続く

資源評価・管理
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資源評価・管理
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0,1歳の調査結果から、2022-2024年級（2025-2027年の加入も良くないと想定）

将来予測
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2033年の主漁期終了後に親魚量が目標管理基準値（5.2千トン）を上回る確率
203320322031203020292028202720262025β

2%3.43.12.82.92.92.52.12.1

3.1

1.00
5%3.63.23.03.03.02.62.12.10.95
8%3.83.43.13.13.12.62.12.20.90
20%4.33.83.53.43.32.72.22.30.80
93%7.36.45.75.24.33.22.82.9現状の漁獲圧

マダラ（本州⽇本海北部系群）⑥
表1．将来の平均親⿂量（千トン）

表2．将来の平均漁獲量（千トン）

※上記平均漁獲量は、2020〜2024年の⽉別平均漁獲⽐率を⽤い、7⽉〜翌年6⽉に換算した値である。
表の値は今後の資源評価により更新される。

2026年の漁獲割合
（％）

現状の漁獲圧に対する⽐
（F/F2024）

2026年の親魚量予測平均値
（千トン）

2026年のABC
（千トン）

382.312.11.5

表3．ABC要約表

漁獲シナリオに基づき漁獲した場合の平均親魚量と平均漁獲量の将来予測を示す。漁獲シナリオでは、
β=0.95を⽤いた漁獲管理規則で漁獲を⾏う（⾚枠）。2025年の漁獲量は予測される資源量と現状の漁獲圧
（2024年の値︓β=0.41相当）により仮定した。この漁獲シナリオに従うと、2026年の平均漁獲量は1.5千ト
ン、2033年に親魚量が目標管理基準値を上回る確率は5%と予測される。併せて、βを0.8〜1.0の範囲で変更
した場合と現状の漁獲圧の場合の将来予測結果も示した。

203320322031203020292028202720262025β
1.61.51.71.71.11.01.01.6

1.0

1.00
1.71.61.71.61.11.01.01.50.95
1.71.61.71.61.11.01.11.50.90
1.71.61.71.51.01.01.11.40.80
1.81.71.51.20.90.80.80.8現状の漁獲圧

2025年10⽉31⽇公開

昨年度は2025年＝2.6千トン、2026年＝2.9千トンと予測（β=0.95の場合）

将来予測
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